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[ 1 ］稲の収量および収量構成要素 報告者：．黒田































































































































[ 1 1 ］クンプラタム信仰とモータムについて 報告者：林
タイ全国およびコンケン県における寺院数、｛曽侶数、見習い僧数／民衆仏教とし
ての意味〈擾災、招描の手段） /3種の儀礼体系〈仏教儀礼、 Khwan （「魂j ）髄礼、
精霊信仰〈守護霊と悪霊〉〉
ODの宗教／ 2つの寺院／Khwan信仰（MoSu(t) あるいは MoTham による「魂」
の強化儀干し〉／精霊信仰〈専ら悪霊の観念が強く「普い PhiJの観念がない．これは









( phu ral<sa ）である．プラタムの根本は在家戒にある。信奉者は、四斎目、ソンクラ
ーン、入安居、結婚式後などにハンプラタムを訪問する。





































[ 1 4］生活時間調査の分析について 報告者：小池
5戸のサンプル農家に属する各個人が夫々ライフサイクルのある段階にあると考
え、段階毎の特徴を捉えようとする。その段階とサンプル個人数は、以下の通り。
未婚男子 : 1 2名
成人男子 ： 4名
主婦 ： 4名
老人 ： 2名
行かず後家： 2名
分析の手始めとして、 1ヶ月平均の生活パターンを表示してみる。次いで以下の
項目別に詳細な分析をする。ずなはち、家事労働時間、経済活動の種類別労働時間、休
息時間、行動空間、マスメディア接触時間など。
サンプJI,散が限られているので、少数のサンプル老平均して一般化するのは、危
険である。むしろ、個人別のデータそのままを使って考察する方がよいのではないか．
配｛寸資料あり。
[ 1 5］総合討論
氏名、固有名詞の英字綴りを統一すること。
個人名をどうするか。プライバシーの問題。
タイ側の凶研究に対する関心の高さなどを考えて、農村開発の問題にも相応の留
意をすること．とくに DDNし［18・4〕 コンケン県ムアング郡開発計画〈プラサート訳〉
などに目を通しておくこと。
来年3月予定の中間報告の編集方針を確定すること。
世帯／個人番号の統ーが望ましい．
社会／経済班が必要とする農学班からのデータの種類と整理の時期を明示するこ
と。農学班のデータ処理の見通しはどうか．
次回の合宿研究会をいっ聞くか。来年4月 ？？ 
5年間の稲収穫状況（3段階分類〉を示す図がある．米収量と降雨変動との関連
の解析にあたってこれを活用すること．
水ストレスと稲収量との解析にあたって、時期の違いによるストレスの影響を
Sink-Source の概念を用いて考えることも可能である。
農家経済の解析にあたって、農業生産や鹿外収入を細分して単純に加算するだけ
でなく、ライフスパンを考えた生涯所得解析のようなものができないものだろうか。
在村のまま通勤できる村が、東北タイ全体の中でどのぐらいの割合になっている
のか．
〈以上〉
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